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はじめに

筆者の二人は、1996年10月に北京市内にある障害者の教育や福祉に関する行政機関あるいは

教育機関等を見学・参観し、そしてまた情報交換を行った。小論はその概要を紹介するととも

に、今後両国の障害者関連施策の比較検討の作業を進めていくための手がかりを得ることを目

的としている。

訪問に際しては、事前に現地在住の胡振華中央民族大学教授の仲介の労により、北京市障害

者連合会と連絡をとっ九。後でも述べるように、北京における障害者関連の諸施策の遂行は、

この連合会が統括する形となっている。北京の空港に降り立ったとき、連合会の侯副理事長は

じめ担当職員の出迎えを受け、その後は連合会の手厚い配慮のもとで日程を消化した。以下、

「1」において訪問した障害者関連機関を紹介し、合わせてそれらに関連する若干の問題につ

いて'、れる。
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中国では、障害者の総括的な呼称としては一般的に「残疾人」が使用される。日本人として

は、かっては「不具・廃疾」といった用語が使われた時代もあったが、すでに現在においては

死語に等しい。したがって「残疾」にたいしても一定程度の違和感をも九ないではないが、い

ずれにせよ中国ではこの語が一般的となっている。もともと用語は障害者に関する各国国民の

認識の深化・発展につれて変化するものであり、そうした歴史的・社会的な条件を抜きにして

語ることはできない。中国人にとって、障害者を弱者として、そして援助する必要のある人々

として認識されており、「残疾人」というときも、差別的な意味合いは意識されていないとい

える。ま九、最近では、「"障碍"をもっている人」といっ九表現も散見される。

呼称に関しては改めて検討することとして、本稿では「残疾人」も使用する。

北京市障害者連合会は1988年10月に設立され、北京市における障害者関連事業の推進向上な

どを任務とする総合的な団体である。

内部組織は図1にみるように、理事長、副理事長のもとに、組織連絡処、康復(りハビリ)

処、教育就業(就職)処、宣伝文体(文化、芸術、スポーツ)処、基金処、国際連絡処といっ

勇
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それぞれの日本語訳や職務内容は次のようである。

残疾人康復職業培訓活動中心:障害者健康回復職業養成訓練活動センター

残疾人之家:障害者各協会の連合会

残疾人教育就業服務中心:障害者就職サービスセンター

残疾人用品用具服務中心:障害者用品用具センター

残疾人聯合会塾友雑誌編輯部:障害者連合会の雑誌「誠実な友」編集部

残疾人服務実業公司:障害者の就業のための実業会社

北京市残疾人連合会の組織はこのようになっているが、一方その職責は以下のようにまとめ

られる。

Ⅱ)国家、北京市、中国残疾人聯合会(中国障害者連合会)の障害者事業の方針、政策を

遂行すること

関係部門と連携して、北京市障害者事業の発展方略を検討、制定すること

立法機関及び関係部門と連携して、北京市障害者事業発展の法規、年度計画、長期

計画及び適切な政策的な措置を制定し、調整実施すること。

②北京市の各区、縣残疾人連合会(各区、縣障害者連合会)を指導し監督すること。

(3)盲人協会(視覚障害者協会)、聾人協会(聴覚障害者)、肢残人協会(身体1、自由者協会)、

精神残疾人親友会(精神障害者親友会)、智力残疾人親友会(知的障害者親友会)、残疾人

体育運動協会(障害者スポーツ協会)、残疾人個体労働者聯誼会(障害者個人経営労働者

聯誼会)、残疾人新聞工作者聯誼会(障害者ジャーナリスト聯誼会)の管理をすること。

障害者の切手収集、撮影などの大衆組織の活動を指導すること。

④障害者の意見を聞き、要求を報告し、合法的な権益を保護すること。

⑤障害者を団結させ、法律を守り、義務を果たし、自尊、自信、自強(向上を求め)、自

立を目指し、社会主義建設の九めに尽力すること。

⑥障害者の健康回復と障害予防を展開、協調すること。

⑦学齢前教育や義務教育や職業教育や高等以上教育、および成人教育をすすめ、障害者の

教育を推進すること。

⑧障害者の就職、健康の回復、貧困者の扶助について活動を展開すること。

⑨障害者の文化生活を豊富にし、大衆的な文化・娯楽・体育の活動を普及させ、各種の試合

への参加を組織すること。

⑩障害者に関する福祉基金の調達と管理、障害者向きの特恵政策の遂行、社会保障の推進

を担当すること。

⑪障害者が平等に社会生活に参加する九めに、よい社会環境を創造すること。障害者事業

を宣伝し、人道主義を発揚し、全社会が障害者を理解し、尊重し、関心をもち、援助する

ようにし向けること。障害者向けの建物の建設と改造を推進すること。

⑫障害者に関する国際交流と国外の交流合作を推進すること。

⑬北京市政府残疾人(障害者)工作協調委員会の日常の仕事を担当すること。

⑭北京市政府の任じた他の仕事を担当すること。
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このように、北京市障害者連合会は、図1に示すように北京市政府と連携しながらも独立し

た半官半民の組織であり、北京市の障害者に関する総合的な政策立案および執行のための組織

である。日本にはこれに相当する組織がないため、具体的なイメージを持つことは難しいが、

いずれにせよ、北京市における学校教育を除いた障害者問題の総括的な組織といえる。表1は、

北京市の障害者数であるが、人口大国であるだけにその守備範囲および対象者は広範かっ膨大

となる。

北京市の障害者数

障害者

聴覚言語障害者

身体障害者

知的障害者

視覚障害者

精神障害者

重複障害者

41.3万

15.3万

8.5万

6.3万

4.0万

23万

4.9万

なお、知的障害者の出現率は日本では一般に4%程度とされ、各障害の中での比率が最も高

いが、表1での比率は低い。このことは、中国において知的障害者の全体的な把握が今後の課

題として残されていることを示している。

連合会の王理事長、侯副理事長と約2時間にわ九って懇談した。われわれからは連合会の仕

事や現在や今後の課題などにっいて質問し九。その一端は、上記からうかがわれよう。そして、

さまざまな施策の発展の允めには、やはり財源の問題が大きく横たわっていることが語られた。

一方当方に対しては、日本の現状にっいての質問が出され九。そこで示された最大の関心事は、

障害の重い人たちに対する教育や福祉の現状であっ九。日本ではいわゆる「重症心身障害児」

も含めてすべての障害児に対して学校教育が保障されていることを紹介したとき、大きな驚き

と深い関心が示された。これは今後ぜひわれわれも実現したいことだと述べられたが、やはり

それを可能にする財源の確保がむっかしいとのことであった。懇談の後、歓迎の夕食会に招待

されたが、多方面での日本との交流を望んでいることが伝えられた。情報の交換をはじめ、人

物交流にっいても希求していることが示された。これまでもたとえば身障者スポーツの面で日

本から競技者が来訪するなどの交流が行われてきた実績があるが、いっそう日常的かつ継続的

な、そして具体的に障害者の施策を充実させる九めの交流が望まれてい九。また、障害者問題

と直接関係するものではないが、過去の日本の侵略に関しても遺憾の意が表明された。

この懇談を通しての全体的な感想は、中国の首都北京においても障害者問題はやはりまだ発

展途上国というべき段階にある、ということである。しかしながら、その背景には約150年に

もわ九る外国の侵略と収奪の歴史があるのであって、中国国民がそうした状況から独立して自

らの手で国家と国民生活を建設しはじめてからようやく半世紀を経過し九ところである。懇談

を通じて、王理事長や侯副理事長の熱意は十分に伝わってきナこ。遠くない将来に日本の現在の

状況に到達するであろうし、それを凌駕することも予見させるものを感じた。

北京市総人口の4.5%
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